
図面番号 図　面　内　容 図面番号 図　面　内　容 図面番号 図　面　内　容

建　築　意　匠

図面番号 図　面　内　容 図面番号 図　面　内　容

工事名

図面名

なぎさふれあいセンター改修工事（建築）

 表紙・図面リスト

A－000

（株）久慈設計 横浜事務所 一級建築士事務所

 一級建築士登録第 221751号  小川 直樹
神奈川県知事登録第 18253号



章

）

（ ）

・

・Ｓ-Ｆ1

・Ｐ０Ｓ

・Ｓ４Ｓ

・Ｓ-Ｆ2

・Ｍ４ＳＩ
・Ｓ４ＳＩ

・Ｐ０ＳＩ

・Ｍ４Ｓ

Ｇ

・設ける

脱気装置

・設ける

脱気装置

・設ける

脱気装置

・設ける

脱気装置

Ｇ

・製造所の

・製造所の

・製造所の

・製造所の

・

・

・

・

・製造所の

・製造所の

・製造所の

・製造所の

・

・

・

・

仕上塗料

・

・

・

・

・Ｓ３Ｓ

・Ｓ３ＳＩ

）

仕様による

仕様による仕様による

仕様による 仕様による

仕様による 仕様による

仕様による

・Ｓ-Ｆ１ 

・Ｓ-Ｆ２ 
・Ｓ-Ｍ1

保　護　層

塗り厚さ ・床塗り工法 ・下地モルタル塗り

平場のモルタル塗り 立上り部の保護

モルタル塗り

・Ｓ-Ｃ1 ・ ・
※7mm以下

・
・

種別

Ｐ1Ｓ工法の

・

屋内防水 防水層の種別

・PCｺﾝｸﾘｰﾄ

・

・

・

・

・ 石綿含有建材の事前調査

  アクチノライト、アモサイト、アンソフィライト、クリソタイル、クロシドライト及び

・ 分析による石綿含有建材の調査

・箇所数（ 　　　）

・箇所数（ 　　　） ・箇所数（ 　　　）

・箇所数（ 　　　） ・箇所数（ 　　　）

・箇所数（ 　　　）

採取箇所　・ 図示　　　

仮設間仕切り及び仮設扉の設置箇所　　　・ 図示　　・ 

種別 下地

単管

仕上材 （厚さ　㎜） 塗装 充填

材質

・

・ 既存部分

・ 既存ブラインド、カーテン等
養生の方法（※ ビニルシート等　　・　　　　　）
養生の方法（・ ビニルシート等　　・　　　　　）

保管場所　（・ 図示　　・　　　　　　　　　　）

・ 備品、机、ロッカー等の移動 （・ 図示　　・　　　　　　　　　　）

・ 既存家具、既存設備等
養生の方法（※ ビニルシート,合板　　・　　　　　）

※ 軽量鉄骨

・ 行う（範囲　・ 図示　　・ 　　　　　　　　　　　　　　）

・ 行わない

・ 行う（範囲　・ 図示　　・ 　　　　　　　　　　　　　　）

・ 行わない

・ 行わない

既存下地の補修箇所の形状、長さ、数量等　　　・ 図示　　・ 

改修用2重ドレン

スチレンフォーム断熱材3種

※JIS A 9521による押出法ポリ
※フラットヤーン

70ｇ/㎡程度

クロス

厚さ0.15mm以上

（材質）

断熱材 Ｇ

※ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ

・窯業系パネル：無石綿の繊維質原料等を主原料として板状に押出成形し、オートクレーブ
養生したもの。

bA(スキン層あり)

(厚さ）・25㎜

・乾式保護材

（　　　　　　）

・ｺﾝｸﾘｰﾄ押え

・れんが押え

(※JIS R 1250

・　　　　 )

・金属複合版：金属板と樹脂を一体化させたもの。

脱気装置

・設ける　・設けない
改修用ドレン
・設ける　・設けない

反射率
高日射

防水の
適用 Ｇ

断熱材 Ｇ施工箇所

脱気装置

・設ける

・設けない

改修用ドレン

・設ける

・設けない

・

・

・

・

※JIS A 9521による発泡プラスチック断熱

規格に準ずるもの。

材とする。ただし、硬質ウレタンフォーム

断熱材2種1号又は2号で透湿係数を除くJIS

(種類） ※ 図示

脱気装置
・設ける　・設けない

反射率
高日射

防水の
適用 Ｇ

断熱材 Ｇ施工箇所

・

・

脱気装置

・ 改修用ドレン

防湿層

・設ける　・設けない

・設ける　・設けない

・設ける　・設けない

※JIS A 9521による発泡プラスチック断熱

規格に準ずるもの。

材とする。ただし、硬質ウレタンフォーム

断熱材2種1号又は2号で透湿係数を除くJIS

・設ける　・設けない

改修用ドレン

・Ｓ-Ｍ2

・ＰＯＸ

仕上塗料

・製造所の ・製造所の
仕様による 仕様による

・ ・

・ ・設ける

脱気装置

Ｇ

・Ｌ４Ｘ ・製造所の ・製造所の
仕様による 仕様による

・ ・

・

・設ける

脱気装置

・Ｘ－１

・Ｘ－２

・Ｘ-1Ｈ

・Ｘ-2Ｈ

・Ｘ－１

・Ｘ－２

・Ｘ-2Ｈ

・Ｘ-1Ｈ

・ＰＹ1

・ＰＹ2

※Ｙ－２

・ ・設ける

保護層

・

・

・

・

・

・

・



・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

調査範囲　　　・ 外壁改修範囲　　・ 図示の範囲施工数量調査

用 ＧＧＧＧＧＧＧ

色 耐凍
害性

うわぐすり

・

・

1章 「各章共通事項」と併せて適用する。

・

・

塗膜はく離剤工法の処理範囲

※サンダー工法、高圧水洗工法

以外の既存仕上面全体

・ローラー

・図示による

・　・　 ・　

砂壁状、じゅらく状仕上

の模様材の種別

ＧＧＧＧＧＧＧ

自動閉鎖機構方式

・

・

種類

※ 合成樹脂製

網目

・ ガラス繊維入り合成樹脂製
・ ・

材種

Ｇ

　遮音性の等級（・ Ｔ－１　　・ Ｔ－２）

・ C種（建具符号：・ 建具表による　　・　　　　　　）

・ B種（建具符号：・ 建具表による　　・　　　　　　）

・ A種（建具符号：・ 建具表による　　・　　　　　　）

（建具符号：・ 建具表による　　・　  　　　　）

（建具符号：・ 建具表による　　・　  　　　　）

表面色　　　・ 標準色　　・ 特注色

・

枠の見込み寸法　　　・ 建具表による　　 

水切り板、ぜん板　　　※ 図示　　 

ガラス　　　※ 複層ガラス　　 

7、鋼製建具

Ｇ

・ ・

立面(F) 45角



Ｇ

Ｇ

※ 壁厚程度とし、既存仕上げに準じた仕上げを行う　　　・ 図示

※ 壁面より両側 600㎜ 程度とし、既存仕上げに準じた仕上げを行う　　・ 図示

※ 既存のまま　　・ 図示

※ 仕上げ材のみ（接着剤とも）

・ 下地モルタルとも（・ 図示の範囲　　・ 撤去範囲全て）

合成樹脂塗床材の除去工法　　　・ 機械的除去工法　　・ 目荒し工法

Ｇ

板ガラスの種類及び厚さの組合せ、複層ガラスの厚さは建具表による

・

・

区分(Pa)

スラットの形状　　　・インターロッキング形

・オーバーラッピング形

・

・

・車椅子使用者用便房スイッチ

安全装置（急降下制御装置又は急降下停止装置）の設置個所

急降下制御装置又は急降下停止装置

障害物感知装置の設置個所

危害防止機構の設置個所

・

・

・

・　　　　　　）

・

・

・

・
・

（塗り厚 25㎜ を超える場合の補強　　※図示）

・

・

Ｇ

・

・

・

・

以外

・

・

Ｇ

・

・

・有 （加工：・天然木化粧加工

・塗装加工　）
・無（　　　　　　　　　　）

・有 （加工：・天然木化粧加工

・塗装加工　）
・無（　　　　　　　　　　）

Ｇ

Ｇ

・ 12

・

Ｇ

・ ・有 （加工：・天然木化粧加工

・塗装加工　）

・ ・有 （加工：・天然木化粧加工

・塗装加工　）

・無（等級：・1等・2等・3等）

・無（等級：・1等・2等・3等）

化粧薄板の

厚さmm）

・

・

・

・

Ｇ

・

・

※１類

・特類

広葉樹

針葉樹

※2等以上

・１等

※Ｃ-Ｄ以上
・

※Ｃ-Ｄ以上

・

・

※12

・

・

保存処理

の適用

・適用する ・ 適用する

・適用しない

・適用する
（　　　　）

・適用しない・しない

・適用する ・ 適用する

・適用しない

・適用する
（　　　　）

・適用しない・しない

Ｇ

・１類

・特類

・

・ 適用する

(           )

・

Ｇ

・１類

・ 2類

・ 適用する

(           )

・

Ｇ

・・・

・オーバーレイ

・塗装

・プリント

・ ・・

Ｇ

・ ・ ・ ・ ・

・ ・

・MR1(M)又は
MR2(P)タイプ

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

Ｇ

・

［6.5.3～4］

※ Ｆ☆☆☆☆

・ ・

※薬剤の製造所の仕様による ・



［6.6.2～4］１１. 軽量鉄骨天井下地

備　考

[6.8.2～3]

[7.1.3]

※ 屋内の壁、天井仕上げは防火材料とする。

・ 次の箇所を除き防火材料とする　（箇所　　　　　　　　　）

[6.7.3][表6.7.1]

ﾋﾞﾆﾙ床シート Ｇ

１２. 軽量鉄骨壁下地

１３. ビニル床シート

ビニル床タイル [6.8.2]Ｇ

 ビニル幅木 材質　　　　・ 軟質　　・ 硬質

１５. 合成樹脂塗床

塗り
種類　　　・ せっこう系　　・ セメント系

[6.17.2～3]２２. セルフレベリング材

・ ・ ・ ・ ・ ・・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

色役物形状
耐凍

寸法
害性

・

・

・

・

有

・

・

無

・

・

有

・

・

無

・ ・ ・ ・ ・ ・・ ・ ・ ・ ・ ・

再生材

の適用

Ｇ

うわ

ぐすり

品質

塗厚（㎜）　・ 

※ FS

・ 図示

色　柄

※ 2.0

・ 2.5

目地処理する場合の工法　　　※ 熱溶接工法　　

・

色　柄

・ 300×300

・ 500×500

・ 450×450 ・ 2.5

・ 3.0

※ 2.0・ 帯電防止

Ｇ１４. カーペット敷き

・

・ ・

・ ・

・

Ｇ

工法 樹種

（根太張り）

（直張り）

15

・12以上

１６. フローリング張り

・8以上

・

・

Ｇ

１７. 畳敷き

種別

※ 規制対象外

※ 規制対象外

・

・ 屋外の軒天井、ピロティ天井等

工法

野縁受、吊りボルト及びインサートの間隔　　　・ 図示　　 

周辺部の端からの間隔　　　・ 図示　　 

野縁の間隔　　　・ 図示　　 

既存の埋込みインサート　　　・ 使用する　　・ 使用しない

・ 行わない

・ 吊りボルトの間隔が900㎜を超える場合

補強方法　　　※ 図示　　 

補強方法　　　※ 図示　　 

・ 天井下地材における耐震性を考慮した補強

補強方法　　　※ 図示　　 

補強方法　　　※ 改修標準仕様書6.6.4(8)(ア)(イ)による　　・ 

補強箇所　　　※ 図示　　 

・開口部の補強

つりボルトの増つりを行う。
・図示による

・補強野縁及び、野縁受の追加による。野縁受のはね出しは150㎜以下となるように

スタッドの高さが5.0mを超える場合　　　※ 図示による　　 

ゴム床タイル [6.8.2]

寸法(㎜)　（　　　　　　　　　　　　　　　　）

厚さ(㎜)　　　・ 3.0　　・ 4.5　　・ 6.0　　・ 9.0

又は体積電気抵抗値（JIS A 1454）1x10 ～1x10 Ω程度

[6.8.2]

・

接着剤のホルムアルデヒド放散量　　　※ Ｆ☆☆☆☆ [6.8.2]

・

・ ・

・ ・

※ ループパイル

・ カットパイル

・

・

・

・ 適用する

（性能：※ 人体耐電圧

・ 適用しない

※ 全面接着工法

・ グリッパー工法

・

・

・

・     5～7

    4～6

    4 3kv 以下

工　法 帯電性

※ 反毛フェルト（JIS L 3204）の第2種2号　呼び厚さ 8㎜　　 

・ タフテッドカーペット

・ タイルカーペット

色柄等 帯電性

・ 適用しない

・ 適用する

・

・ カットパイル

・ ループパイル

織り方

・

・

・

・ 織じゅうたん [6.9.2～3][表6.9.1～2]

※ 市松敷き　　・ 模様流し　　・ 

※ 模様流し　　・ 市松敷き　　・ 

平場

種類（　　　　　　　）

形状等　※図示

材質（　　　　　　　）

接着剤のホルムアルデヒド放散量　　　※ Ｆ☆☆☆☆

[6.9.2～3]

[6.9.2～3]

[6.9.2]

種類

塗床材のホルムアルデヒド放散量　　　※ Ｆ☆☆☆☆

（弾性ウレタン樹脂系塗床材）

（エポキシ樹脂系塗床材）

15

・

・ フローリング

・ フローリング

フローリング及び接着剤のホルムアルデヒド放散量　　　※ Ｆ☆☆☆☆ 

接着工法の場合の緩衝材　　　※ 合成樹脂発泡シート　　・ 

・ 行う（施工箇所　　　　　　　　　）

※ ウレタン樹脂ワニス塗り

・ オイルステインの上、ワックス塗り

・ 生地のままワックス塗り
・ 行わない

・ A種　・ B種　・ C種　

（畳床：・ＫＴ-Ⅰ  ・ＫＴ-Ⅱ　・ＫＴ-Ⅲ　・ＫТ-Ｋ　・ＫТ-Ｎ）

9.5

9.5（準不燃）

模様（・ 柾目　・ 板目）専用下地材有り

12.5（不燃）　幅 440㎜ 程度

・ 12.5（不燃）　・ 15（不燃）

9.5（不燃）

・ 化粧せっこうボード

・ 化粧せっこうボード（木目）

・ せっこうラスボード

・ 強化せっこうボード

・ シージングせっこうボード

・ 不燃積層せっこうボード

・ 12.5（不燃）　・ 15（不燃）　・ 

・ 25（ガラスクロス包）　・ 

・ 30　　・ 

・ 15　　・ 20　　・ 25　　・ 

・ 15　　・ 20　　・ 25　　・ 

・ 15　　・ 20　　・ 25　　・ 

[6.13.2～3]

・ 凹凸タイプ

・ 普通木片セメント板

・ せっこうボード

・

・

・ ロックウール化粧吸音板

・ けい酸カルシウム板

・ 硬質木毛セメント板

・ 中質木毛セメント板

・ 硬質木片セメント板

・ 普通木毛セメント板

・25　

・ 12　　・ 15　　・ 18　　・ 21

タイプ２（無石綿）　　　

・ フラットタイプ
（・ 9（不燃）・ 12(不燃）　・  　）

・化粧無（下地張り用） 

12.5（・不燃　・準不燃 ）

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

１８. せっこうボードその他

（・ ラワン程度　　・針葉樹　　　　　　　　　）

（※ しな程度　　・　　　　　　　　　）・ 普通合板 Ｇ

Ｇ

接着の程度（・ １類　・ ２類）

（・ オーバーレイ　・ プリント　・ 塗装）

接着の程度（・ １類 　・ ２類）

・ メラミン樹脂化粧板

・ ポリエステル樹脂化粧板

・

・

・ 化粧パーティクルボード

・ ハードボード（素地）

・ ハードボード（化粧）

・

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

・ 特殊加工化粧合板 Ｇ

・ 天然木化粧合板 Ｇ

・ 未研磨板　　・ 研磨板

・

・ 無研磨板

・ 内装用　　・ 外装用

JIS K 6903 による　厚さ（※ 1.2　・3.0 ）

・

A級（・ 天井仕上　・ 内装仕上　・　　　　）

・　

・ 適用する（・ シーリング材　　・ ジョイントコンパウンド）

・ 適用しない

合板類の張付け　　　・ Ｂ種　　・ Ａ種

せっこうボードの目地工法　　

・　継目処理工法
・　突付け工法
・　目透し工法

・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・

※ 不燃　・ 準不燃

※ 不燃　・ 準不燃

※ 不燃　・ 準不燃

[6.14.2～3]１９. 壁紙張り

２０. モルタル塗り [6.15.3～6]

項目

セメント重量の5％以下

・ 設ける　施工箇所（　　　　　　）　形状（※ 図示　・　　　　）

・設けない

床目地 ・ 設ける（工法：※ 押し目地　　・　　　　　）　・ 設けない

壁モルタル塗りの厚さが25ｍｍを超える場合の下地処理 ・（　　　　　　　　　　　　　　　）

　凝結時間　始発：1時間以上　終結：10時間以内

吸水比

透水比

ホルムアルデヒド放散量　　　※ Ｆ☆☆☆☆ 

モルタル・プラスター面の下地調整　　　※ Ｂ種　　 

コンクリート・ＡＬＣ面の下地調整　　　※ Ｂ種　 

せっこうボード面の下地調整　　　※ Ｂ種　　 

・ ・ ・ ・ ・ ・・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

色役物形状
耐凍

寸法
害性

・

・

・

・

有

・

・

無

・

・

有

・

・

無

・ ・ ・ ・ ・ ・・ ・ ・ ・ ・ ・

・

・

・

再生材

の適用

Ｇ

うわ

ぐすり

見本焼き　　・ 行う　　・ 行わない

既調合モルタル　　・適用する（品質等：　　　　　　　）

・MCR工法　・目荒し工法

２１. タイル張り [6.16.2～4]

床タイル（※ 縦、横とも4m以内ごと　　・ 図示　・　　　　　　　　）

床タイル以外（・ 図示　　・ 　　　　　　　　）

伸縮目地のシーリング材、目地寸法は改修特記仕様書第3章による

試験張り　　・ 行う　　・ 行わない

コンクリート素地面の処理

壁タイルの種類・大きさに応じた工法

内装タイル（小口平、二丁掛、100角） ・密着張り
・改良圧着張り

ユニットタイル（内装タイル以外） ・マスク張り
・モザイクタイル張り

※改修標準仕様書表6.17.2による

[7.2.1～7]［7.3.1～7］２. 下地調整・素地ごしらえ

鉄鋼面

塗装面
新　規

・ 髙日射反射塗料塗り Ｇ

下地調整（改修標準仕様書表7.2.2）　・ ＲＡ種　　・ ＲＢ種　　・ ＲＣ種

工　程

－ －

・Ａ種 ・Ａ種

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

２種

種類
工程

・１級

等級

・２級

・３級

JIS K 5675

（㎏/㎡）

３. 錆止め塗料塗り [7.4.2～3]

工程

鉄鋼面

塗装面

ＳОＰ

ＤＰ

※Ａ種

※Ａ種

※Ａ種

塗替え

塗替え ※Ｃ種　 ・

・

塗替え

塗替え

・

・

・

ＳОＰ

ＤＰ

※Ｂ種

※Ｂ種

塗替え

※Ｂ種 ・Ａ種

・Ａ種

・Ａ種

※Ｂ種

※Ｂ種

※Ｂ種

※Ｃ種

※Ａ種　

※Ｂ種　

※Ａ種　

※Ｃ種　 　

※Ｃ種

・

・

・

・

・ 

※Ｂ種

・

・

・

※Ｂ種 ・

※Ａ種

※Ａ種　

※Ｂ種　

※Ｃ種　

鉄鋼面 ・

・

・

・

・

・

木部
・　

※Ａ種

※Ｂ種

・行う

・行う

・行う

・行う
※Ｂ種

塗替え

・

・

・Ａ種 ・Ａ種

[7.5.2～7.13.2]

・

・ 6.0



１. 石綿含有建材の

　　除去工事
[9.1.1～9.1.6]

・

・

・

適用

・ 計　　点

・ 計　　点

・ 計　　点

・ 計　　点

・ 計　　点・

・

・

・

撤去後1週間以降

・ 計　　点

・ 計　　点

・ 計　　点

・ 計　　点

（処理作業室以外の場合）

・測定4
・測定5

・JIS K 3850-1に基ずいた測定

・測定4 ・測定5

メンブレンフィルタ直径 (㎜)

5 30

47

25

47

10

10

120

240

カウンター、繊維状粒子自動測定器（リアルタイムファ

除去対象範囲　　・ 図示

除去工法　　※ 9.1.3(2)(ア)による

※ 湿潤化　　・ 固形化

除去対象範囲　　・ 図示

・ 中間処理（溶融施設又は無害化処理施設）

・ 埋立処分（管理型最終処分場）

作業場周辺の養生

・行う（・養生シート　・　　　　）

・行わない

※ 埋立処分（管理型最終処分場）

・ 中間処理（溶融施設）
・ 埋立処分（管理型最終処分場）

・ 中間処理（溶融施設又は無害化処理施設）

・石綿含有仕上げ塗材の除去

・ 石綿含有吹付け材の除去

・ 石綿含有保温材の除去

除去対象範囲　　・ 図示

除去対象範囲　　・ 図示

・ 石綿含有成形板等の除去

・ 埋立処分（管理型最終処分場）

・ 石綿含有せっこうボードを除く石綿含有成形板等

石綿含有仕上げ塗材の除去工法

・高圧洗浄工法

除去した石綿含有成形板等の処分

・ 石綿含有せっこうボード

・電気グラインダー工法（・湿潤化　・　　　）

・　　

・

・ 埋立処分（管理型最終処分場）

除去した石綿含有仕上げ塗材（汚泥）の処理

※ 図示による

・ 石綿含有建材除去後の仕上げ工事

・

Ｇ
断熱材

・

種　類

・ ロックウール

・

   ビーズ法ポリスチレンフォーム断熱材

・ 押出法ポリスチレンフォーム断熱材

・ 硬質ウレタンフォーム断熱材

・ フェノールフォーム断熱材

・ グラスウール

施工箇所　　　・ 図示　　・ 

ホルムアルデヒド放散量　　　※ 規制対象外

外装材

備考

・

種　類

既存外壁仕上げ材の撤去　　　・ あり　　・ なし

下地面の清掃　　　・ 行う　　・ 行わない

欠損部の改修工法　　　・ 改修標準仕様書4章 外壁改修工事による　　・ 

・

２. 外断熱改修工事 [9.2.2～4]

工法

通気層の有無　　・ あり（　　　㎜）　　・ なし

・外装材製造所の仕様による　　・ ・

断熱材の施工　　　・ 断熱材製造所の仕様による　　・ 

外装材の施工　　　・ 外装材製造所の仕様による　　・ 

建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法 ・図示による　　・　　

Ｇ

[9.3.2～4]３. 断熱・防露改修工事

種　類

・ 断熱材打込み工法

・ 押出法ポリスチレンフォーム断熱材

・ 硬質ウレタンフォーム断熱材

・ フェノールフォーム断熱材

・ ・

・

・

・

断熱材の種類（JIS A 9521  発泡プラスチック断熱材）　　　　　　　　　　　　　　　　）

・ 断熱材後張り工法

・ 断熱材現場発泡工法

施工箇所　　　・ 図示　　・ 

施工箇所　　　・ 図示　　・ 

厚さ（㎜）　　・ 25　　・ 30　　・ 

・ Ａ種１　　・ Ａ種１Ｈ

断熱材の種類（JIS A 9526　建築物断熱用吹付け硬質ウレタンフォーム）　

・（　　　　　　　　）

厚さ(mm)　 　 ・　　　　　　

施工箇所　　　・ 図示　　・ 

・図示による　・　

断熱材に直接ボードの張付けを行う場合の工法

・図示による　・　

断熱材にせっこうボード等を張り付けたパネルを使用する場合の工法

項目 性能

排水層

3×10 N/㎡の載荷重で破損・有害なひずみなど異常がな

透水層

耐根層 植物に対して3年以上の耐根性能を有し、かつ、耐腐食

屋上緑化軽量システム　　　　・ 適用する　　・ 適用しない

芝及び地被類の樹種並びに種類等　　　※ 図示　　・ 

見切り材、舗装材、排水孔、マルチング材等　　　※ 図示　　・ 

Ｇ

４. 屋上緑化改修工事 [9.4.1～4]

工法

（種類　・　　　　　　・　　　　　　・　　　　　）

かん水装置　　　・ 設置する

既存保護層の撤去　　　・ 行う（・改修標準仕様書3.2.3による　・　　　　　　　　）

・ 行わない

新植した芝及び地被類の枯保障の期間 ※引渡の日から1年

・

種別 材料

・ Ａ種　　・ Ｂ種　　・ Ｃ種　　・Ｄ種

・ 建設汚泥から再生した処理土 Ｇ

路床

・

・ 再生クラッシャラン Ｇ ・ クラッシャラン・ 凍上抑制層

・・

・ 砂

・

・ 砂・ フィルター層

Ｇ

・適用する　・適用しない

路床安定処理の方法

種類 ・ 普通ポルトランドセメント　　・ 高炉セメントＢ種

・ フライアッシュセメントＢ種

Ｇ

添加量　　　kg（目標CBR　・ ３ 以上　・　　）

目標ＣＢＲを満足する添加量の確認方法

・ 安定処理土のＣＢＲ試験

・添加材料による安定処理 ・

・路床安定処理用添加材料

・ 生石灰（・特号　・1号）　　・ 消石灰（・特号　・1号）

５. 透水性アスファルト [9.5.2～9]

既存舗装の撤去及び再利用　　　※ 図示による　　・ 

試験

砂の粒度試験　　　　　　　　　　　・ 行う　　・ 行わない

路床土の支持力比（ＣＢＲ）試験　　・ 行う　　・ 行わない

路床締固め度試験　　　　　　　　　・ 行う　　・ 行わない

現場ＣＢＲ試験　　　　　　　　　　・行う　　　・行わない

路盤

・ クラッシャラン鉄鋼スラグ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

路盤の厚さ　　　・ 図示による　　・ 

舗装の平たん性　　　※ 著しい不陸がないもの　　 

開粒度アスファルト混合物等の抽出試験

舗装の構成　　　・図示による
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工事名

図面名

なぎさふれあいセンター改修工事（建築）

（株）久慈設計 横浜事務所 一級建築士事務所

 一級建築士登録第 221751号  小川 直樹
神奈川県知事登録第 18253号

（既存・改修）仕上表（１）

A－002

・体育館フローリングのウレタン樹脂ワニス塗部は素地ごしらえＢ種・工程Ａ種とする

・床下地補修材塗部の下地調整はケレン掛けを行い平滑にする

・トイレの衛生陶器周りの床シートとの取合い部はシーリング（MS-2）をすること

・1階福祉部門のホールと食堂・日常動作試験室のフローリングは床暖房対応品とする

・フローリング直貼り部の張替部分の樹脂モルタル塗はカチオン系樹脂モルタル塗とする

・既存せっこうボードの塗装仕上面で、クロス張替え仕上の場合は下地調整RA種とする

部　位

屋根（陸屋根）

屋根（体育館）

内　容

押工コンクリートt80（ウェルドメッシュφ150入り）伸縮目地（塩ビ巾25）入り　　外断熱t30工法　アスファルト防水（A1－2工法）　コンクリート直均し　水勾配1/100【既存のまま】

ステンレスシート防水溶接工法t0.4　フッ素樹脂塗装　　片面パーライトモルタル塗り木毛セメント板t30　グラスウール化粧t20【既存のまま】

外壁（体育館妻面）

外壁

笠木

軒天井

ルーフドレン

屋外階段

バルコニー

テラス

中庭

ドライエリア

風除室

煙突

避難用リフト

地ピット

ステンレスパネルt1.5　フッ素樹脂塗装【既存のまま】

45角磁器タイル貼　一部コンクリート打放し（打増t25）フッ素樹脂塗装【既存のまま】　　バルコニー内部の壁：コンクリート打放し（打増t25）フッ素樹脂吹付タイル【既存のまま】

アルミ笠木t2.0　笠木アゴ下：セメント中空押出し成形板【既存のまま】

硅酸カルシウム板t6.0　VE塗り【既存のまま】

ステンレス製　　竪型、横引型100φ　竪樋：カラー硬質塩ビ管100φ　但し建物内は白ガス管100φ　防露巻き（グラスウールt20巻き）とする【既存のまま】

踏面、蹴込：モルタル金ゴテ、磁器ノンスリップタイル　手摺：コンクリート打放し吹付タイル、ステンレス手摺（SUS304フッ素樹脂塗装）【既存のまま】

床：防水モルタル金ゴテ塗膜防水【既存のまま】　腰壁：コンクリート打放し（打増t25）フッ素樹脂吹付タイル【既存のまま】

磁器150角タイル貼【既存のまま】　下部に地階のある処は全てアスファルト防水を施すこと。屋外階段B下、風除室廻り

床：防水モルタル下地　白及び黒砂利敷【既存のまま】

床：防水モルタル金ゴテ目地切、排水溝付き【既存のまま】

屋根：鉄骨下地デッキプレートt1.6（宇r断熱t15吹付）の上シート防水【既存のまま】

外部：ステンレスガラリ　煙道：硅酸カルシウム板t50【既存のまま】

【既存のまま】

スラブ下端をのぞき塗膜防水【既存のまま】

・石膏ボードt9.0、t：2

・石膏ボードt9.0（不燃）

・石膏ボードt12.0（不燃）

・化粧石膏ボードt9.0

・化粧石膏ボードt9.0（不燃）

・石綿セメント硅酸カルシウムt6.0

・岩綿吸音板t12.0、t19.0キューブ

・耐水石膏ボードt9.0、t12.0

：準不燃第 2015号

：不燃第 1004号

：不燃第 1003号

：準不燃第 2016号

：不燃第 1004号

：不燃第 1001号

：不燃第 1021号

：準不燃第 2018号

・有孔石膏ボードt9.0、t12.0

・無機質繊維強化石膏ボード

・グラスウールt50

・木毛セメント板t25

・化粧石綿セメント硅酸カルシウム板t5.0

・ガラス繊維混入石綿板t5.0、t6.0、t8.0

・クロス（防火検定1級品）

・ビニルクロス防火検定1級品）

：準不燃第 2019号

：不燃第 1008号

：不燃第 1031号

：準不燃第 2031号

：不燃第 1002号

：不燃(個)第 1837号

：壁装材料 0002号

：壁装材料 0005号

内　装　防　火　認　定　リ　ス　ト（　既　存　）

改修共通事項

〇床 〇壁

〇天井

〇その他

・ウレタン系塗床改修、耐酸性塗装改修の下地調整はポリマーセメントモルタル金ゴテ下地とする

・床下地補修材塗の材料はアクリル樹脂エマルション系特殊充填剤とする

・上記以外のフローリングのウレタン樹脂ワニス塗部は素地ごしらえＢ種・工程Ｂ種とする

・木部のＣＬ塗装は素地ごしらえＢ種、工程Ｂ種とする

・ビニル床シートの接着剤はエポキシ樹脂系とする

・既存せっこうボード面のクロス張替え部は下地調整RB種とする

・ビニル床シートは溶接法とする

・壁タイルの磁器タイルＡは二丁掛平物とする、磁器タイルＢは、45角浴槽用とする

内　装　防　火　認　定　リ　ス　ト（　改　修　）

手摺：ステンレス手摺FB－9×60フッ素樹脂塗装【既存のまま】　笠木：45角磁器タイル（役物使用）【既存のまま】

主要構造部耐火被覆（1時間耐火）軒先：アルミパネルt1.5　天井：アルミモールディングt1.0【既存のまま】

部　位 内　容

建築物の部分

建築物の階

壁（間仕切壁）

壁（外壁）

※耐力壁に限る　

※耐力壁に限る　

柱

床

梁（福祉会館棟）

屋根

階段

１時間

１時間

１時間

１時間

１時間

鉄筋コンクリート造　告示第1399号第6一号 

最上階及び最上階から数えた階数

が２以上で４以内の階

鉄筋コンクリート造（ア）70以上　告示第1399号第3二号 

鉄筋コンクリート造（ア）70以上　告示第1399号第1二号 

鉄筋コンクリート造（ア）70以上　告示第1399号第1二号 

鉄筋コンクリート造　告示第1399号第5一号 

鉄筋コンクリート造　告示第1399号第4三号 

鉄筋コンクリート造　告示第1399号第2三号 

耐火性能一覧表

・強化石膏ボードｔ12.5（GB-F）

・石膏ボードｔ12.5（GB-R）

・シージング石膏ボードｔ12.5（GB-S）

・普通硬質石膏ボードｔ＝9.5（GB-R-H）

・化粧石膏ボードｔ＝9.5（GB-D）

・化粧ケイ酸カルシウム板ｔ6.0

・ケイ酸カルシウム板ｔ6.0

：不燃 NM-8615

：不燃 NM-8619

：不燃 NM-9639

：不燃 NM-9645

：準不燃 QM-0524

：不燃 NM-8579

：不燃 NM-8578

・岩綿吸音板

・ビニルクロス

・メラミン化粧板ｔ3

・グラスウールマット

・塗装ＥＰ

：不燃 NM-8599

：準不燃 QM-0822

：不燃 NM－2183

：不燃 NM-8606

：準不燃 QM-9816

梁（体育館棟） １時間 鉄筋コンクリート造　告示第1399号第4三号 

・特記なき限りLGS（軽量天井鉄骨下地）を撤去する旨の記載のものは吊ボルトの撤去を含む

・軽量天井鉄骨下地用アンカーは新設とする

妻面外壁取合い部分漏水箇所：【部分改修】（別詳細図参照）

・特記なき限り天井下地は新設とする

・シート材の石綿含有接着剤の撤去工法は（表記：石綿含有接着剤【撤去】）集塵機付グラインダー工法とする

・　○○○　左記の網掛け文字の部分は石綿含有建材とする

・ノーワックス発泡ビニル床シートt4.5は東リ：ケアセーフＮＷ同等品以上とする

・天井点検口は指定箇所に200箇所設置する
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